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映像講義一覧

										aaa



		単元				方法		●必須 ▲任意		授業項目		サブタイトル		時間		担当講師

		1		1		オンライン		●		日本語教育・日本語教育機関の変遷		言語教育界のパラダイム・シフトをめぐって		0:45		西原鈴子		1

		2		2		オンライン		▲		日本の留学生政策と現状		留学生政策と日本語教育の位置付け、留学生の現状		0:37		佐藤由利子

		3		3		オンライン		●		日本語教育機関の歴史と現状		日本語教育機関の変遷と現状		1:03		佐藤次郎		1

						オンライン						日本の留学生受け入れ施策―留学生の入国と在留の手続		0:52		高山泰		1

		4		4		オンライン		●		日本語留学生の背景		モティベーションと教育制度Ⅰ（学生の背景と授業、東アジア）		0:43		奥田純子 
亀田美保 
山本弘子		1

												モティベーションと教育制度Ⅱ（東南アジア、南アジア、欧米）		0:52				1

		5		5		オンライン		▲		日本語の試験		日本語のテストの目的		0:32		伊東祐郎

												テストの役割と機能		0:54

		6		6		オンライン		▲		進路選択関連情報		キャリア教育とは		0:47		工藤尚美

												留学生への進路支援		0:46

		7		7		オンライン		●		留学生の異文化受容・適応とその支援		留学生の葛藤、異文化受容・適応への理解		0:33		加賀美常美代		1

												留学生の予防的支援と危機介入		0:32				1

		8		8		オンライン		●		留学生のための教材・教具のリソース		教材・教具のリソースの種類と特徴		0:40		保坂敏子		1

												教材・教具としてのリソースの活用		0:45				1

		9		9		オンライン		●		著作権		著作権の内容		0:50		我妻潤子		1

												著作物の利用		0:55				1

		10		10		オンライン		▲		統計処理（テスト・評価・成績管理）		統計の基本		0:45		島田めぐみ

												テスト・評価・成績管理の統計処理		0:41

		11-1		11		オンライン		●		目的別指導法		担当レベルをよく知ろう		0:47		倉本文子		1

												授業に魅力を加えよう		0:53				1

		11-2		12		オンライン		●		話す・議論の指導法		初級から中級で養う「話す力」		0:39		栁田直美		1

												上級で養う「話す力」「議論する力」		0:43				1

		11-3		13		オンライン		●		作文・論文の指導法		論理的な文章作成のプランニング		0:47		高橋薫		1

												論理的な文章作成と推敲		0:46				1

		11-4		14		オンライン		●		教案作成		教案を書こう		0:54		倉本文子		1

		11-5		15		オンライン		●		教材作成		学習者にあった教材を作る		0:45		藤本かおる		1

												授業にICTを取り入れてみよう		0:44				1

												教材を評価し改良する		0:39				1

		11-6		16		オンライン		●		オンライン授業法		オンライン授業の基礎と注意点		0:40		藤本かおる		1

												オンライン授業の具体的なデザイン		0:59				1

		11-7		17		オンライン		●		評価法		学習者のパフォーマンスを評価する		0:42		高橋薫		1

												自分の授業を評価する		0:40				1















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































映像講義時間

				理論編

		1		日本語教育の変遷　言語教育界のパラダイム・シフトをめぐって（45分）				予定		✔

				step1 言語学習・教育のパラダイムシフト		0:15

				step2 日本語教育界へのパラダイムシフトの影響		0:16

				step3 これからの日本語教育		0:14

		2		日本の留学生政策と現状・留学生政策と日本語教育の位置付け、留学生の現状（37分）				予定		✔

				step1 世界における留学生の受入れ状況		0:08

				step2 日本における留学生受入れと日本語教育の役割、労働市場における期待		0:14

				step3 日本の留学生の現状		0:14

		3		日本の教育機関の歴史と現状（1時間3分＋52分）				予定		✔

				①日本語教育機関の変遷と現状

				step1 上海事件、日本語教育機関の運営基準、日本語教育振興協会の設立と審査認定事業の開始		0:14

				step2 日本語教育振興協会のその他の事業の展開、事業仕分け、国が告示基準を制定実施		0:14

				step3 日本語教育機関の留学生の受入れの推移		0:14

				step4 日本語教育機関の今後の課題		0:19



				②日本の留学生受け入れ施策―留学生の入国と在留の手続

				step1 日本語教育機関の告示基準		0:22

				step2 留学生の入国審査とコロナウイルス関連の入国審査		0:14

				step3 在留審査と日本語教育機関終了後の進路		0:16

		4		日本語留学生の背景（43分＋52分）				予定		✔

				①モティベーションと教育制度Ⅰ

				step1 学生の背景と授業		0:14

				step2 東アジア①　中国		0:13

				step3 東アジア②　香港・台湾・韓国		0:15



				②モティベーションと教育制度Ⅱ

				step1 東南アジア　ベトナム・インドネシア		0:16

				step2 南アジア　ネパール・スリランカ・インド周辺		0:19

				step3 欧米　スウェーデン・イギリス・アメリカ		0:16

		5		日本語の試験（32分＋54分）				予定		✔

				①日本語のテストの目的

				step1 大規模試験と小規模試験		0:18

				step2 分類の視点とテストの目的		0:14



				②テストの役割と機能

				step1 信頼性・妥当性・実用性・真正性・相互性		0:21

				step2 教師作成テストの実際		0:10

				step3 口頭能力のテスト方法（会話テスト）		0:13

				step4 波及効果		0:08

		6		進路選択関連情報（47分＋46分）				予定		✔

				①キャリア教育とは

				step1 キャリア教育とは何か		0:14

				step2 日本におけるキャリア教育の現状と特徴		0:14

				step3 留学生のキャリア教育		0:18



				②留学生への進路支援

				step1 キャリアデザインの基本		0:13

				step2 進路支援の実践①（進学）		0:15

				step3 進路支援の実践②（就職）		0:17

		7		留学生の異文化受容・適応とその支援（33分＋32分）				予定		✔

				①留学生の葛藤、異文化受容・適応への理解

				step1 異文化接触とは		0:08

				step2 異文化需要と適応		0:09

				step3 留学生の抱える困難や悩み		0:09

				step4 留学生の精神衛生に影響を及ぼす要因		0:07



				②留学生の危機介入と予防的支援

				step1 留学生の問題解決の難しさ		0:08

				step2 留学生の危機のと危機介入		0:07

				step3 留学生の援助資源の確認と連携		0:06

				step4 留学生の予防的援助体制作り		0:10

		8		留学生のための教材・教具のリソース（40分＋45分）				予定		✔

				①教材・教具のリソースの種類と特徴

				step1 モダリティやメディアによる分類		0:16

				step2 教材・教具の背景理論		0:11

				step3 外国語教育と教材・教具		0:12



				②教材・教具としてのリソースの活用

				step1 体験・経験活動の教材化		0:13

				step2 デジタルコンテンツの活用		0:18

				step3 ICTツールの活用		0:14

		9		著作権（50分＋55分）				予定		✔

				①著作権の内容

				step1 著作物・著作者		0:13

				step2 権利の内容①　著作者人格権、著作財産権(1)		0:11

				step3 権利の内容②　著作財産権(2)		0:09

				step4 保護期間		0:16



				②著作物の利用

				step1 権利者の「了解」を得る		0:12

				step2 「了解」を得ない場合①写り込み・②引用		0:13

				step3 「了解」を得ない場合③「教育機関」での複製		0:19

				step4 「了解」を得ない場合④利用規約などで複製等が可能な素材があるサイト		0:09

		10		統計処理（テスト・評価・成績管理）（45分＋41分）				予定		✔

				①統計の基本

				step1 統計的記述と統計的推測の違いを理解する		0:10

				step2 データの特徴を表す		0:20

				step3 ２変量のデータの関係を分析する		0:14



				②評価・成績管理の統計処理

				step1 テスト結果を分析する		0:15

				step2 各種評価の結果を分析する		0:12

				step3 成績を管理する		0:13

				演習（実践力）編

		11-1		目的別レベル別指導法（47分+53分）				予定		✔

				①担当レベルをよく知ろう

				step1 日本語レベルの全体像		0:16

				step2 担当クラスの個々の学生のレベルを引き上げる		0:14

				step3 担当クラスの発話力を引き上げる		0:16



				②授業に魅力を加えよう

				step1 Aを加える＜面白そうだな＞		0:16

				step2 Rを加える＜やりがいありそうだな＞		0:11

				step3 Cを加える＜やればできそうだな＞		0:13

				step4 Sを加える＜やってよかったな＞		0:12

		11-2		話す・議論の指導法（39分＋43分）				予定		✔

				①初級から中級で養う「話す力」

				step1 初級から中級の「話す力」とは		0:12

				step2 教師の役割：「自発的な発話」をサポートする		0:08

				step3 一問一答からまとまりのある発話へ		0:09

				step4 カジュアル・フォーマルの使い分け／聞き手としての「聞く力」		0:09



				②上級で養う「話す力」「議論する力」

				step1 上級の「話す力」「議論する力」とは		0:12

				step2 教師の役割：「自律的な学習」をサポートする		0:06

				step3 話す力・議論する力の基礎「説明力」を磨く		0:06

				step4 アカデミック場面の話す力・議論する力を養成する		0:09

				step5 ビジネス場面の話す力・議論する力を養成する		0:08

		11-3		作文・論文の指導法（47分＋46分）				予定		✔

				①論理的な文章作成のプランニング

				step1 人はどのように文章を書いているのか		0:19

				step2 論理的な文章とは		0:12

				step3 作文のプランニングを指導する		0:15



				②論理的な文章作成と推敲

				step1 パラグラフライティングとは		0:17

				step2 引用表現の指導		0:15

				step3 ピアレスポンスと教師フィードバック		0:13

		11-4		教案作成（54分）				予定		✔

				step1 教案の目的と内容		0:10

				step2 教案を書く手順		0:16

				step3 教案で授業準備		0:13

				step4 教案で授業改善		0:13

		11-5		教材作成（45分＋44分＋39分）				予定		✔

				①学習者にあった教材を作る

				step1 学習者にあった教材を作る①（絵教材）		0:16

				step2 学習者にあった教材を作る②（プリント教材）		0:13

				step3 学習者にあった教材を作る③（ネット素材を使った教材）		0:15



				②授業にICTを取り入れてみよう

				step1 授業にICTを取り入れてみよう		0:13

				step2 目的に合ったICTを考えてみよう１		0:18

				step3 目的に合ったICTを考えてみよう２		0:12



				③教材を評価し改良する

				step1 教材を評価する		0:15

				step2 教材を改良する		0:13

				step3 学習者のニーズを教材に反映する		0:10

		11-6		オンライン授業法（40分＋59分）

				①オンライン授業の基礎と注意点

				step1 オンライン授業の概要		0:11

				step2 オンラインでのコミュニケーションの特徴		0:06

				step3 同期型・非同期型の特徴について		0:10

				step4 オンライン授業のデザイン		0:11



				②オンライン授業の具体的なデザイン

				step1 オンライン授業でのツールの選び方		0:14

				step2 オンラインにおける協働学習		0:10

				step3 オンライン授業でのテストや評価		0:15

				step4 ハイブリッド授業の注意点		0:18

		11-7		評価法（42分+40分）

				①学習者のパフォーマンスを評価する

				step1 評価とは何か		0:14

				step2 学習者による自己評価-自律的な学習者になるために-		0:14

				step3 ルーブリックを活用したパフォーマンス評価		0:14



				②自分の授業を評価する

				step1 インストラクショナルデザインとは何か		0:10

				step2 ADDIEモデルで授業を設計する		0:10

				step3 授業を評価する		0:19

		13		演習（自己点検）（44分＋49分）

				①教育実践についての内省

				step1 授業の前後にどんなことを行っていますか		0:14

				step2「他人の降り見て、我が振り直せ」？		0:12

				step3授業についての振り返り方を変えるために		0:17



				②授業分析－前向きな振り返りのために－

				step1 映像、そして文字化作業からわかること		0:13

				step2教師の発話に注目してみよう		0:14

				step3学習者の行動に注目してみよう		0:09

				step4小さな工夫が授業を変える－スモール・チェンジのすすめー		0:11



						25:58







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シート3



				地区		受講者数
(所属校数)		地区(細分)				受講者数		維持会員校以外からの参加（内数）		[参考]

												(所属校数)				2021年度

				北海道東北		2名		北海道				2名（1校）		-		2名（1校）

						（2校）		東北				-		-		3名（2校）

				関東甲信越		25名		東京都				15名（12校）		5名（5校）		23名（9校）

						（19校）		東京都以外				10名（7校）		8名（6校）		5名（4校）

				東海北陸		7名		東海				6名（4校）		4名（3校）		8名（7校）

						（5校）		北陸				1名（1校）		1名（1校）		6名（2校）

				近畿		7名
 （7校）		近畿				    7名（7校）		3名（3校）		15名（7校）

				中国四国		5名		中国				5名（4校）		1名（1校）		3名（3校）

						（4校）		四国				-		-		-

				九州沖縄		12名		九州				10名（6校）		8名（4校）		10名（7校）

						（7校）		沖縄				2名（1校）		2名（1校）		1名（1校）

				合計		58名								32名(24校)		76名（43校）

						(42校)								[昨年度23名12校]





初任修了条件表



				研修形態  		研修内容  		評価点（満点）と単位  

								　2024年度  

								単位  						点  

				オンライン映像講義		オンライン映像講義①　（理論編）  エイゾウ コウギ リロン		25  		11		　  		100		44		クイズ：  11コマ×4点		30.8

						オンライン映像講義②　（実践編） エイゾウ コウギ				14						56		クイズ：  14コマ×4点		39.2

				オンライン集合研修  		オンライン・オリエンテーション		35  		3		　  		100  		8.6		参加  		6

						オンライン・チームビルディング				4						11.4		参加  		8

						オンラインWS①				14		6				17.1428571429		参加  		12

												8				22.8571428571		課題レポート800字以内  		16

																8.5714285714		スタッフ評価（ルーブリック）

						オンラインWS②				14		6				17.1428571429		参加  		12

												8				22.8571428571		課題教案提出 カダイ キョウアン テイシュツ		16

																8.5714285714		自己評価 ジコヒョウカ

				自己研修		自己点検用事前講座　　オンライン映像講義  ヨウ		30		6				100		20		クイズ：2コマ×10点  		14

						自己点検実習  				12						40		課題レポート800字以内  提出点		28				5点減点でも35点。「800文字から上下○文字以上の差は失格や再提出」にしないと減点の意味はない。また、名前や番号など入れずに本文だけ入れることも周知が必要。表はどうするか。

						相互評価（レポート）				12						40		相互評価3人の中央値＝得点		28

																		（評価するのは4人）  

				合計		　  		90		90		　  		300		　  		　  		210















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育成修了条件表

		2023年度　育成研修スケジュール・修了要件

		2023年度研修内容				単位				履修状況確認



		オリエンテーション①				-

		オリエンテーション②				-

		専門分野講義		研修デザイン		24		4		出席及び課題提出		・重要だと思ったこと、
・疑問に思ったこと、その他
各100～140文字程度で記入

講義後1週間以内
Google Forms

				オンライン授業デザイン				4		出席及び課題提出

				著作権				4		出席及び課題提出

				教師教育				4		出席及び課題提出

				学習アドバイジング				4		出席及び課題提出

				オンライン授業のデザインを支える理論				4		出席及び課題提出

		初任研修のオンライン集合研修運営準備会議				4		4		参加日誌		終了後1週間以内 
Google Docs

		初任者
集合研修		オリエンテーション①		12		2		参加日誌		終了後1週間以内 
Google Docs

				オリエンテーション②				2		参加日誌		終了後1週間以内 
Google Docs

				ワークショップ①				4		参加日誌・
レポート採点		参加日誌：終了後１週間以内 Google Docs
レポート採点：受講者提出締切後２週間以内 gacco

				ワークショップ②				4		参加日誌		参加日誌：終了後１週間以内 Google Docs

						40

												ビデオ視聴期間は受講者と同じ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































初任内容報告書PPT用集合研修 



								　　　　　　　主な内容		講師

				7月1日（土）		オリエンテーション①		・研修概要説明、実施体制、スケジュール		保坂敏子委員長他

				13:30～17:00		（オンライン）		・【講演】日本語教育参照枠について		文化庁国語課（松井孝浩日本語教育調査官） ブンカチョウ コクゴ カ マツイ タカ ヒロ ニホンゴ キョウイク チョウサカン

								・LMSの利用方法、オフィスアワー等の説明		ICTサポート

								・委員、育成メンバー紹介、グループでの自己紹介		育成（メンター）

				7月15日（土）		オリエンテーション②		・ICT講習（zoom、gacco、Discord等）		ICTサポート

				13:30～17:30		（オンライン）		・【講義】ティーチングポートフォリオ		栗田佳代子先生

								　　　　TPチャート作成を通して目標を設定		（東京大学総合教育研究センター 副センター長）

								　

				8月31日(土)		ワークショップ①		･【初任者教員に求められる資質能力】		保坂敏子委員長他

				14:00～17:00		（オンライン）		「日本語教師初任者（留学生）に求められる資質・能力」の

								　理解を深め、自己成長のためのアクションプランを立てる

				10月19日（土） 		ワークショップ②		･【日本語教育の参照枠Can-doベースの授業のデザインと改善】 ニホンゴ キョウイク サンショウワク ジュギョウ カイゼン

				14:00～17:00		（オンライン）		･【講義】メリルのID第一原理の例示・提示 コウギ ダイイチ ゲンリ レイジ テイジ		保坂敏子委員長、山本弘子委員 ヤマモト ヒロコ イイン

								　生成AIが作成した教案をARCS、メリルのIDの知識を駆使し、 セイセイ サクセイ キョウアン チシキ クシ

								　教案の改善、評価を行う キョウアン カイゼン ヒョウカ オコナ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自己研修



								　　　　　　　主な内容		講師

				10月20日（日） ニチ		映像講義		演習（自己点検）		金田智子先生（学習院大学文学部教授） センセイ

								①教育実践についての内省（0:44)

								②授業分析－前向きな振り返りのために－（0:49）

				10月20日（日） ニチ		自己点検実習		①自分の授業を録画、文字化する		－

				～12月3日（火） ヒ		（職場、LMSに提出） テイシュツ		②分析の目的に合った手法を映像講義の分析観点から選ぶ

								③選択した手法に沿って自分の授業を分析する

								④分析結果をレポートにまとめる

				12月3日（火） ヒ		相互評価		他の受講者のレポートをルーブリックに従って採点		－

				～12月17日（火） ヒ		（LMS上で実施） ジョウ ジッシ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育成オンライン講義

		方法		日程		科目		講師

		オンライン		6月17日(土) 10:30～12:00 		オンライン授業のデザイン 		藤本かおる(武蔵野大学グローバル学部日本語コミュニケーション学科准教授) 

		オンライン		6月17日(土) 13:00～14:30 		言語学習アドバイジングﾞ 		脇坂真彩子(九州大学留学生センター准教授)　 

		オンライン		7月 8日(土)  10:30～12:00 		教師教育 		佐藤学(東京大学名誉教授) 

		オンライン		7月 8日(土)  13:00～14:30 		オンライン授業のデザインを支える理論 		保坂敏子(日本大学大学院総合社会情報研究科教授) 

		オンライン		8月19日(土) 10:30～12:00 		研修デザイン 		鈴木克明(武蔵野大学響学開発センター長・教授)  ムサシノダイガク ヒビ ガク カイハツ チョウ

		オンライン		8月19日(土) 13:00～14:30 		著作権 		我妻潤子(知財アナリスト、東京藝術大学非常勤講師) 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































修了者一覧

		通し№		氏名		氏名のフリガナ		生年月日（西暦）
70代：1943-52
60代：1953-62
50代：1963-72
40代：1973-82
30代：1983-92
20代：1993-2002						所属機関名

		1		秋山　樹理		アキヤマ　ジュリ		4/21/98		3/10/23		24		Grandeur Global Academy		24		1		アキヤマ　ジュリ		3/10/23		維持会員校以外からの参加(内数）		左記日本語学校以外の所属		Grandeur Global Academy

		2		新井　亮子		アライ　リョウコ		8/30/79		3/10/23		43		育秀国際語学院		43		2						ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		育秀国際語学院

		3		安藤　綾美		アンドウ　アヤミ		6/13/94		3/10/23		28		佐賀ランゲージセンター		28		3		アンドウ　アヤミ		-		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		-

		4		池田　明美		イケダ　アケミ		9/11/65		3/10/23		57		HLA日本語学校		57		4		イケダ　アケミ		-		-		-		-

		5		伊藤　隆司		イトウ　タカシ		6/11/65		3/10/23		57		南大阪国際語学学校		57		5		イトウ　タカシ		1/1/00		1		-		1

		6		伊藤　なぎさ		イトウ　ナギサ		12/13/98		3/10/23		24		早稲田言語学院		24		6		イトウ　ナギサ		1/5/00		4		大学１		5

		7		伊藤　夏美		イトウ　ナツミ		7/23/92		3/10/23		30		アリス日本語学校横浜校		30		7		イトウ　ナツミ		1/1/00		1		大学１		1

		8		伊藤　はるか		イトウ　ハルカ		10/9/95		3/10/23		27		札幌ランゲージセンター		27		8		イトウ　ハルカ		-		-		-		-

		9		伊東　正治		イトウ　マサハル		3/27/73		3/10/23		49		大阪YMCA学院		49		9		イトウ　マサハル		-		-		-		-

		10		稲村　直樹		イナムラ　ナオキ		10/13/59		3/10/23		63		PNJ事業協同組合		63		10		イナムラ　ナオキ		1/1/00		1		企業１		1

		11		宇藤　実彩		ウトウ　ミサ		10/28/92		3/10/23		30		メディカルエステ専門学校 日本語学科		30		11		ウトウ　ミサ		-		-		-		-

		12		遠藤　美聖		エンドウ　ミサト		12/2/96		3/10/23		26		佐賀ランゲージセンター		26		12		エンドウ　ミサト		3/10/23		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		佐賀ランゲージセンター

		13		大城戸　玲子		オオキド　レイコ		6/24/56		3/10/23		66		平成国際教育学院		66		13		オオキド　レイコ		1/1/00		1		-		1

		14		大迫　千恵子		オオサコ　チエコ		9/6/92		3/10/23		30		東京さくら学院		30		14		オオサコ　チエコ		1/1/00		1		-		1

		15		大谷　夕紀		オオタニ　ユキ		10/8/78		3/10/23		44		早稲田EDU日本語学校		44		15				3/20/23		ERROR:#REF!				10

		16		大西　佳織		オオニシ　カオリ		2/15/91		3/10/23		32		株式会社ECC日本語学院名古屋校		32		16		オオニシ　カオリ								株式会社ECC日本語学院名古屋校

		17		奥　優果		オク　ユカ		9/9/93		3/10/23		29		ミッドリーム日本語学校		29

		18		姜　玉瑶		キョウ　ギョクヨウ		5/19/93		3/10/23		29		専門学校アリス学園　加賀校		29

		19		黒田　直子		クロダ　ナオコ		9/22/70		3/10/23		52		アリス日本語学校　横浜校		52

		20		古賀  朋子		コガ　トモコ		8/31/74		3/10/23		48		明友日本語学院		48

		21		小垂　祐介		コタレ　ユウスケ		4/23/85		3/10/23		37		京進ランゲージアカデミー名古屋北校		37

		22		小南　香純		コミナミ　カスミ		6/8/96		3/10/23		26		神戸外語教育学院		26

		23		境　潤子		サカイ　ジュンコ		11/3/72		3/10/23		50		一般財団法人霞山会東亜学院		50

		24		佐々木　崚太		ササキ　リョウタ		2/16/98		3/10/23		25		新世界語学院		25

		25		佐藤　美樹		サトウ　ミキ		1/30/69		3/10/23		54		アリス日本語学校　横浜校		54

		26		鹿浦　佳子		シカウラ　ヨシコ		2/18/55		3/10/23		68		関西外国語大学		68

		27		重松　郁恵		シゲマツ　イクエ		6/18/97		3/10/23		25		日本語教育機関ウグイス		25

		28		新谷　葉菜		シンタニ　ハナ		10/23/87		3/10/23		35		コミュニカ学院		35

		29		瀧澤　洋子		タキザワ　ヨウコ		10/13/70		3/10/23		52		東京さくら学院		52

		30		武田　佳奈子		タケダ　カナコ		7/10/91		3/10/23		31		札幌ランゲージセンター		31

		31		辻　美波		ツジ　ミナミ		7/6/96		3/10/23		26		日生日本語学園名古屋		26

		32		津野　裕三		ツノ　ユウゾウ		12/19/51		3/10/23		71		芦屋国際学院　大阪校		71

		33		手塚　晴香		テヅカ　ハルカ		5/25/94		3/10/23		28		本郷国際学院		28

		34		仲程　美琴		ナカホド　ミコト		9/5/96		3/10/23		26		ステップワールド日本語学院		26

		35		中村　加奈子		ナカムラ　カナコ		10/26/84		3/10/23		38		株式会社国書刊行会国書日本語学校		38

		36		西川　綾奈		ニシカワ　アヤナ		3/29/92		3/10/23		30		早稲田EDU日本語学校		30

		37		錦田　礼乃		ニシキダ　アヤノ		2/23/99		3/10/23		24		トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校		24

		38		花見　さやか		ハナミ　サヤカ		4/19/87		3/10/23		35		国際アート＆デザイン大学校　日本語科		35

		39		林田　晃子		ハヤシダ　アキコ		3/3/88		3/10/23		35		北九州日本文化学院		35

		40		比嘉　裕季乃		ヒガ　ユキノ		6/22/95		3/10/23		27		ステップワールド日本語学院		27

		41		平井　友美		ヒライ　トモミ		12/9/74		3/10/23		48		ECC日本語学院名古屋校		48

		42		平山　彩夢		ヒラヤマ　アヤメ		6/30/97		3/10/23		25		佐賀ランゲージセンター		25

		43		藤木　由紀子		フジキ　ユキコ		4/19/63		3/10/23		59		柳川高等学校		59

		44		藤野　喜代		フジノ　キヨ		2/28/76		3/10/23		47		アジア日本語学院		47

		45		古江　咲		フルエ　サキ		7/13/97		3/10/23		25		北九州日本文化学院		25

		46		細竹　しほり		ホソタケ　シホリ		6/19/95		3/10/23		27		佐賀ランゲージセンター		27

		47		マスカルロブソン　万紀子		マスカルロブソン　マキコ		5/31/73		3/10/23		49		ベイサイドアカデミー		49

		48		増田　敦子		マスダ　アツコ		4/23/62		3/10/23		60		カイ日本語スクール		60

		49		水口　綾子		ミズグチ　アヤコ		1/22/79		3/10/23		44		Grandeur Global Academy 		44

		50		宮内　里沙子		ミヤウチ　リサコ		2/6/98		3/10/23		25		FLA学院		25

		51		森崎　佐和子		モリサキ　サワコ		4/15/73		3/10/23		49		東方国際学院		49

		52		矢野　仁美		ヤノ　ヒトミ		5/26/85		3/10/23		37		カイ日本語スクール		37

		53		山門　薫子		ヤマカド　カオルコ		4/23/94		3/10/23		28		株式会社 新世界語学院		28

		54		山本　政弘		ヤマモト　マサヒロ		12/20/54		3/10/23		68		ギャラクシー日本語学校		68

		55		柚木　美衣奈		ユノキ　ミイナ		6/1/94		3/10/23		28		東京国際大学付属日本語学校		28

		56		吉田　智恵		ヨシダ チエ		1/7/76		3/10/23		47		ダイナミックビジネスカレッジ		47

		57		リャウ　ユンチン		リャウ　ユンチン		11/10/71		3/10/23		51		HLA日本語学校		51

		58		和田　みなみ		ワダ　ミナミ		9/14/94		3/10/23		28		早稲田EDU日本語学校		28































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































報告書PPT用修了者数



				受講者数
(所属校数)		地区(細分)				受講者数		維持会員校以外
からの参加(内数）		修了者
数 (人)						地区(細分)		受講者数		維持会員校以外からの参加(内数）		左記日本語学校以外の所属		修了者
数 (人)

										(所属校数)

		北海道東北		3名		北海道				2名（1校）		-		2				北海道東北		北海道		-		-		-		-

				（2校）		東北				1名（1校）		1名（1校）		1						東北		-		-		-		-

		北関東甲信		1名
 （1校）		北関東				1名（1校）		1名（1校）		1				北関東甲信		北関東		1		1		-		1

		南関東		25名		東京都				16名（12校）		5名（5校）		14				南関東		東京都		5		4		大学１		5

				（18校）		東京都以外				9名（6校）		8名（6校）		9						東京都以外		1		1		大学１		1

		東海北陸		7名		東海				6名（4校）		4名（3校）		6				東海北陸		東海		-		-		-		-

				（5校）		北陸				1名（1校）		1名（1校）		1						北陸		-		-		-		-

		近畿		7名
 （7校）		近畿				7名（7校）		2名（2校）		6				近畿		近畿		1		1		企業１		1

		中国四国		4名		中国				4名（3校）		1名（1校）		4				中国四国		中国		-		-		-		-

				（3校）		四国				-		-		-						四国		-		-		-		-

		九州沖縄		11名		九州				9名（5校）		8名（4校）		7				九州沖縄		九州		1		1		-		1

				（6校）		沖縄				2名（1校）		2名（1校）		1						沖縄		1		1		-		1

		合計		58名								33名(25校)		52				合計				10		9				10

				(42校)								[昨年度23名12校]
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映像講義一覧

										aaa



		単元				方法		●必須 ▲任意		授業項目		サブタイトル		時間		担当講師

		1		1		オンライン		●		日本語教育・日本語教育機関の変遷		言語教育界のパラダイム・シフトをめぐって		0:45		西原鈴子		1

		2		2		オンライン		▲		日本の留学生政策と現状		留学生政策と日本語教育の位置付け、留学生の現状		0:37		佐藤由利子

		3		3		オンライン		●		日本語教育機関の歴史と現状		日本語教育機関の変遷と現状		1:03		佐藤次郎		1

						オンライン						日本の留学生受け入れ施策―留学生の入国と在留の手続		0:52		高山泰		1

		4		4		オンライン		●		日本語留学生の背景		モティベーションと教育制度Ⅰ（学生の背景と授業、東アジア）		0:43		奥田純子 
亀田美保 
山本弘子		1

												モティベーションと教育制度Ⅱ（東南アジア、南アジア、欧米）		0:52				1

		5		5		オンライン		▲		日本語の試験		日本語のテストの目的		0:32		伊東祐郎

												テストの役割と機能		0:54

		6		6		オンライン		▲		進路選択関連情報		キャリア教育とは		0:47		工藤尚美

												留学生への進路支援		0:46

		7		7		オンライン		●		留学生の異文化受容・適応とその支援		留学生の葛藤、異文化受容・適応への理解		0:33		加賀美常美代		1

												留学生の予防的支援と危機介入		0:32				1

		8		8		オンライン		●		留学生のための教材・教具のリソース		教材・教具のリソースの種類と特徴		0:40		保坂敏子		1

												教材・教具としてのリソースの活用		0:45				1

		9		9		オンライン		●		著作権		著作権の内容		0:50		我妻潤子		1

												著作物の利用		0:55				1

		10		10		オンライン		▲		統計処理（テスト・評価・成績管理）		統計の基本		0:45		島田めぐみ

												テスト・評価・成績管理の統計処理		0:41

		11-1		11		オンライン		●		目的別指導法		担当レベルをよく知ろう		0:47		倉本文子		1

												授業に魅力を加えよう		0:53				1

		11-2		12		オンライン		●		話す・議論の指導法		初級から中級で養う「話す力」		0:39		栁田直美		1

												上級で養う「話す力」「議論する力」		0:43				1

		11-3		13		オンライン		●		作文・論文の指導法		論理的な文章作成のプランニング		0:47		高橋薫		1

												論理的な文章作成と推敲		0:46				1

		11-4		14		オンライン		●		教案作成		教案を書こう		0:54		倉本文子		1

		11-5		15		オンライン		●		教材作成		学習者にあった教材を作る		0:45		藤本かおる		1

												授業にICTを取り入れてみよう		0:44				1

												教材を評価し改良する		0:39				1

		11-6		16		オンライン		●		オンライン授業法		オンライン授業の基礎と注意点		0:40		藤本かおる		1

												オンライン授業の具体的なデザイン		0:59				1

		11-7		17		オンライン		●		評価法		学習者のパフォーマンスを評価する		0:42		高橋薫		1

												自分の授業を評価する		0:40				1















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































映像講義時間

				理論編

		1		日本語教育の変遷　言語教育界のパラダイム・シフトをめぐって（45分）				予定		✔

				step1 言語学習・教育のパラダイムシフト		0:15

				step2 日本語教育界へのパラダイムシフトの影響		0:16

				step3 これからの日本語教育		0:14

		2		日本の留学生政策と現状・留学生政策と日本語教育の位置付け、留学生の現状（37分）				予定		✔

				step1 世界における留学生の受入れ状況		0:08

				step2 日本における留学生受入れと日本語教育の役割、労働市場における期待		0:14

				step3 日本の留学生の現状		0:14

		3		日本の教育機関の歴史と現状（1時間3分＋52分）				予定		✔

				①日本語教育機関の変遷と現状

				step1 上海事件、日本語教育機関の運営基準、日本語教育振興協会の設立と審査認定事業の開始		0:14

				step2 日本語教育振興協会のその他の事業の展開、事業仕分け、国が告示基準を制定実施		0:14

				step3 日本語教育機関の留学生の受入れの推移		0:14

				step4 日本語教育機関の今後の課題		0:19



				②日本の留学生受け入れ施策―留学生の入国と在留の手続

				step1 日本語教育機関の告示基準		0:22

				step2 留学生の入国審査とコロナウイルス関連の入国審査		0:14

				step3 在留審査と日本語教育機関終了後の進路		0:16

		4		日本語留学生の背景（43分＋52分）				予定		✔

				①モティベーションと教育制度Ⅰ

				step1 学生の背景と授業		0:14

				step2 東アジア①　中国		0:13

				step3 東アジア②　香港・台湾・韓国		0:15



				②モティベーションと教育制度Ⅱ

				step1 東南アジア　ベトナム・インドネシア		0:16

				step2 南アジア　ネパール・スリランカ・インド周辺		0:19

				step3 欧米　スウェーデン・イギリス・アメリカ		0:16

		5		日本語の試験（32分＋54分）				予定		✔

				①日本語のテストの目的

				step1 大規模試験と小規模試験		0:18

				step2 分類の視点とテストの目的		0:14



				②テストの役割と機能

				step1 信頼性・妥当性・実用性・真正性・相互性		0:21

				step2 教師作成テストの実際		0:10

				step3 口頭能力のテスト方法（会話テスト）		0:13

				step4 波及効果		0:08

		6		進路選択関連情報（47分＋46分）				予定		✔

				①キャリア教育とは

				step1 キャリア教育とは何か		0:14

				step2 日本におけるキャリア教育の現状と特徴		0:14

				step3 留学生のキャリア教育		0:18



				②留学生への進路支援

				step1 キャリアデザインの基本		0:13

				step2 進路支援の実践①（進学）		0:15

				step3 進路支援の実践②（就職）		0:17

		7		留学生の異文化受容・適応とその支援（33分＋32分）				予定		✔

				①留学生の葛藤、異文化受容・適応への理解

				step1 異文化接触とは		0:08

				step2 異文化需要と適応		0:09

				step3 留学生の抱える困難や悩み		0:09

				step4 留学生の精神衛生に影響を及ぼす要因		0:07



				②留学生の危機介入と予防的支援

				step1 留学生の問題解決の難しさ		0:08

				step2 留学生の危機のと危機介入		0:07

				step3 留学生の援助資源の確認と連携		0:06

				step4 留学生の予防的援助体制作り		0:10

		8		留学生のための教材・教具のリソース（40分＋45分）				予定		✔

				①教材・教具のリソースの種類と特徴

				step1 モダリティやメディアによる分類		0:16

				step2 教材・教具の背景理論		0:11

				step3 外国語教育と教材・教具		0:12



				②教材・教具としてのリソースの活用

				step1 体験・経験活動の教材化		0:13

				step2 デジタルコンテンツの活用		0:18

				step3 ICTツールの活用		0:14

		9		著作権（50分＋55分）				予定		✔

				①著作権の内容

				step1 著作物・著作者		0:13

				step2 権利の内容①　著作者人格権、著作財産権(1)		0:11

				step3 権利の内容②　著作財産権(2)		0:09

				step4 保護期間		0:16



				②著作物の利用

				step1 権利者の「了解」を得る		0:12

				step2 「了解」を得ない場合①写り込み・②引用		0:13

				step3 「了解」を得ない場合③「教育機関」での複製		0:19

				step4 「了解」を得ない場合④利用規約などで複製等が可能な素材があるサイト		0:09

		10		統計処理（テスト・評価・成績管理）（45分＋41分）				予定		✔

				①統計の基本

				step1 統計的記述と統計的推測の違いを理解する		0:10

				step2 データの特徴を表す		0:20

				step3 ２変量のデータの関係を分析する		0:14



				②評価・成績管理の統計処理

				step1 テスト結果を分析する		0:15

				step2 各種評価の結果を分析する		0:12

				step3 成績を管理する		0:13

				演習（実践力）編

		11-1		目的別レベル別指導法（47分+53分）				予定		✔

				①担当レベルをよく知ろう

				step1 日本語レベルの全体像		0:16

				step2 担当クラスの個々の学生のレベルを引き上げる		0:14

				step3 担当クラスの発話力を引き上げる		0:16



				②授業に魅力を加えよう

				step1 Aを加える＜面白そうだな＞		0:16

				step2 Rを加える＜やりがいありそうだな＞		0:11

				step3 Cを加える＜やればできそうだな＞		0:13

				step4 Sを加える＜やってよかったな＞		0:12

		11-2		話す・議論の指導法（39分＋43分）				予定		✔

				①初級から中級で養う「話す力」

				step1 初級から中級の「話す力」とは		0:12

				step2 教師の役割：「自発的な発話」をサポートする		0:08

				step3 一問一答からまとまりのある発話へ		0:09

				step4 カジュアル・フォーマルの使い分け／聞き手としての「聞く力」		0:09



				②上級で養う「話す力」「議論する力」

				step1 上級の「話す力」「議論する力」とは		0:12

				step2 教師の役割：「自律的な学習」をサポートする		0:06

				step3 話す力・議論する力の基礎「説明力」を磨く		0:06

				step4 アカデミック場面の話す力・議論する力を養成する		0:09

				step5 ビジネス場面の話す力・議論する力を養成する		0:08

		11-3		作文・論文の指導法（47分＋46分）				予定		✔

				①論理的な文章作成のプランニング

				step1 人はどのように文章を書いているのか		0:19

				step2 論理的な文章とは		0:12

				step3 作文のプランニングを指導する		0:15



				②論理的な文章作成と推敲

				step1 パラグラフライティングとは		0:17

				step2 引用表現の指導		0:15

				step3 ピアレスポンスと教師フィードバック		0:13

		11-4		教案作成（54分）				予定		✔

				step1 教案の目的と内容		0:10

				step2 教案を書く手順		0:16

				step3 教案で授業準備		0:13

				step4 教案で授業改善		0:13

		11-5		教材作成（45分＋44分＋39分）				予定		✔

				①学習者にあった教材を作る

				step1 学習者にあった教材を作る①（絵教材）		0:16

				step2 学習者にあった教材を作る②（プリント教材）		0:13

				step3 学習者にあった教材を作る③（ネット素材を使った教材）		0:15



				②授業にICTを取り入れてみよう

				step1 授業にICTを取り入れてみよう		0:13

				step2 目的に合ったICTを考えてみよう１		0:18

				step3 目的に合ったICTを考えてみよう２		0:12



				③教材を評価し改良する

				step1 教材を評価する		0:15

				step2 教材を改良する		0:13

				step3 学習者のニーズを教材に反映する		0:10

		11-6		オンライン授業法（40分＋59分）

				①オンライン授業の基礎と注意点

				step1 オンライン授業の概要		0:11

				step2 オンラインでのコミュニケーションの特徴		0:06

				step3 同期型・非同期型の特徴について		0:10

				step4 オンライン授業のデザイン		0:11



				②オンライン授業の具体的なデザイン

				step1 オンライン授業でのツールの選び方		0:14

				step2 オンラインにおける協働学習		0:10

				step3 オンライン授業でのテストや評価		0:15

				step4 ハイブリッド授業の注意点		0:18

		11-7		評価法（42分+40分）

				①学習者のパフォーマンスを評価する

				step1 評価とは何か		0:14

				step2 学習者による自己評価-自律的な学習者になるために-		0:14

				step3 ルーブリックを活用したパフォーマンス評価		0:14



				②自分の授業を評価する

				step1 インストラクショナルデザインとは何か		0:10

				step2 ADDIEモデルで授業を設計する		0:10

				step3 授業を評価する		0:19

		13		演習（自己点検）（44分＋49分）

				①教育実践についての内省

				step1 授業の前後にどんなことを行っていますか		0:14

				step2「他人の降り見て、我が振り直せ」？		0:12

				step3授業についての振り返り方を変えるために		0:17



				②授業分析－前向きな振り返りのために－

				step1 映像、そして文字化作業からわかること		0:13

				step2教師の発話に注目してみよう		0:14

				step3学習者の行動に注目してみよう		0:09

				step4小さな工夫が授業を変える－スモール・チェンジのすすめー		0:11



						25:58







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シート3



				地区		受講者数
(所属校数)		地区(細分)				受講者数		維持会員校以外からの参加（内数）		[参考]

												(所属校数)				2021年度

				北海道東北		2名		北海道				2名（1校）		-		2名（1校）

						（2校）		東北				-		-		3名（2校）

				関東甲信越		25名		東京都				15名（12校）		5名（5校）		23名（9校）

						（19校）		東京都以外				10名（7校）		8名（6校）		5名（4校）

				東海北陸		7名		東海				6名（4校）		4名（3校）		8名（7校）

						（5校）		北陸				1名（1校）		1名（1校）		6名（2校）

				近畿		7名
 （7校）		近畿				    7名（7校）		3名（3校）		15名（7校）

				中国四国		5名		中国				5名（4校）		1名（1校）		3名（3校）

						（4校）		四国				-		-		-

				九州沖縄		12名		九州				10名（6校）		8名（4校）		10名（7校）

						（7校）		沖縄				2名（1校）		2名（1校）		1名（1校）

				合計		58名								32名(24校)		76名（43校）

						(42校)								[昨年度23名12校]





初任修了条件表



				研修形態  		研修内容  		評価点（満点）と単位  

								　2024年度  

								単位  						点  

				オンライン映像講義		オンライン映像講義①　（理論編）  エイゾウ コウギ リロン		25  		11		　  		100		44		クイズ：  11コマ×4点		30.8

						オンライン映像講義②　（実践編） エイゾウ コウギ				14						56		クイズ：  14コマ×4点		39.2

				オンライン集合研修  		オンライン・オリエンテーション		35  		3		　  		100  		8.6		参加  		6

						オンライン・チームビルディング				4						11.4		参加  		8

						オンラインWS①				14		6				17.1428571429		参加  		12

												8				22.8571428571		課題レポート800字以内  		16

																8.5714285714		スタッフ評価（ルーブリック）

						オンラインWS②				14		6				17.1428571429		参加  		12

												8				22.8571428571		課題教案提出 カダイ キョウアン テイシュツ		16

																8.5714285714		自己評価 ジコヒョウカ

				自己研修		自己点検用事前講座　　オンライン映像講義  ヨウ		30		6				100		20		クイズ：2コマ×10点  		14

						自己点検実習  				12						40		課題レポート800字以内  提出点		28				5点減点でも35点。「800文字から上下○文字以上の差は失格や再提出」にしないと減点の意味はない。また、名前や番号など入れずに本文だけ入れることも周知が必要。表はどうするか。

						相互評価（レポート）				12						40		相互評価3人の中央値＝得点		28

																		（評価するのは4人）  

				合計		　  		90		90		　  		300		　  		　  		210















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育成修了条件表

		2023年度　育成研修スケジュール・修了要件

		2023年度研修内容				単位				履修状況確認



		オリエンテーション①				-

		オリエンテーション②				-

		専門分野講義		研修デザイン		24		4		出席及び課題提出		・重要だと思ったこと、
・疑問に思ったこと、その他
各100～140文字程度で記入

講義後1週間以内
Google Forms

				オンライン授業デザイン				4		出席及び課題提出

				著作権				4		出席及び課題提出

				教師教育				4		出席及び課題提出

				学習アドバイジング				4		出席及び課題提出

				オンライン授業のデザインを支える理論				4		出席及び課題提出

		初任研修のオンライン集合研修運営準備会議				4		4		参加日誌		終了後1週間以内 
Google Docs

		初任者
集合研修		オリエンテーション①		12		2		参加日誌		終了後1週間以内 
Google Docs

				オリエンテーション②				2		参加日誌		終了後1週間以内 
Google Docs

				ワークショップ①				4		参加日誌・
レポート採点		参加日誌：終了後１週間以内 Google Docs
レポート採点：受講者提出締切後２週間以内 gacco

				ワークショップ②				4		参加日誌		参加日誌：終了後１週間以内 Google Docs

						40

												ビデオ視聴期間は受講者と同じ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































初任内容報告書PPT用集合研修 



								　　　　　　　主な内容		講師

				7月1日（土）		オリエンテーション①		・研修概要説明、実施体制、スケジュール		保坂敏子委員長他

				13:30～17:00		（オンライン）		・【講演】日本語教育参照枠について		文化庁国語課（松井孝浩日本語教育調査官） ブンカチョウ コクゴ カ マツイ タカ ヒロ ニホンゴ キョウイク チョウサカン

								・LMSの利用方法、オフィスアワー等の説明		ICTサポート

								・委員、育成メンバー紹介、グループでの自己紹介		育成（メンター）

				7月15日（土）		オリエンテーション②		・ICT講習（zoom、gacco、Discord等）		ICTサポート

				13:30～17:30		（オンライン）		・【講義】ティーチングポートフォリオ		栗田佳代子先生

								　　　　TPチャート作成を通して目標を設定		（東京大学総合教育研究センター 副センター長）

								　

				8月31日(土)		ワークショップ①		･【初任者教員に求められる資質能力】		保坂敏子委員長他

				14:00～17:00		（オンライン）		「日本語教師初任者（留学生）に求められる資質・能力」の

								　理解を深め、自己成長のためのアクションプランを立てる

				10月19日（土） 		ワークショップ②		･【日本語教育の参照枠Can-doベースの授業のデザインと改善】 ニホンゴ キョウイク サンショウワク ジュギョウ カイゼン

				14:00～17:00		（オンライン）		･【講義】メリルのID第一原理の例示・提示 コウギ ダイイチ ゲンリ レイジ テイジ		保坂敏子委員長、山本弘子委員 ヤマモト ヒロコ イイン

								　生成AIが作成した教案をARCS、メリルのIDの知識を駆使し、 セイセイ サクセイ キョウアン チシキ クシ

								　教案の改善、評価を行う キョウアン カイゼン ヒョウカ オコナ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自己研修



								　　　　　　　主な内容		講師

				10月20日（日） ニチ		映像講義		演習（自己点検）		金田智子先生（学習院大学文学部教授） センセイ

								①教育実践についての内省（0:44)

								②授業分析－前向きな振り返りのために－（0:49）

				10月20日（日） ニチ		自己点検実習		①自分の授業を録画、文字化する		－

				～12月3日（火） ヒ		（職場、LMSに提出） テイシュツ		②分析の目的に合った手法を映像講義の分析観点から選ぶ

								③選択した手法に沿って自分の授業を分析する

								④分析結果をレポートにまとめる

				12月3日（火） ヒ		相互評価		他の受講者のレポートをルーブリックに従って採点		－

				～12月17日（火） ヒ		（LMS上で実施） ジョウ ジッシ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育成オンライン講義

		方法		日程		科目		講師

		オンライン		6月22日(土) 10:30～12:00 		研修デザイン 		鈴木克明(武蔵野大学響学開発センター教授)  ムサシノダイガク ヒビ ガク カイハツ

		オンライン		6月22日(土) 13:00～14:30 		日本語教育の参照枠の理念と枠組み ニホンゴ キョウイク サンショウワク リネン ワクグ		奥村三菜子（NPO法人YYJ・ゆるくてやさしい日本語のなかまたち副理事） オクムラ ミナコ ホウジン ニホンゴ フク リジ

		オンライン		7月13日(土)  10:30～12:00 		授業におけるICT活用のための理論 ジュギョウ カツヨウ リロン		保坂敏子(日本大学大学院総合社会情報研究科教授) 

		オンライン		7月13日(土)  13:00～14:30 		著作権 		我妻潤子(知財アナリスト、東京藝術大学非常勤講師) 

		オンライン		8月17日(土) 10:30～12:00 		オンライン授業デザイン ジュギョウ		藤本かおる(武蔵野大学グローバル学部日本語コミュニケーション学科　准教授)  フジモト ムサシノダイガク ガクブ ニホンゴ ガッカ ジュンキョウジュ

		オンライン		8月19日(土) 13:00～14:30 		日本語教育の参照枠を活用したカリキュラムデザイン ニホンゴ キョウイク サンショウワク カツヨウ		佐久間みのり（石川学園横浜デザイン学院日本語学科教務主任） サクマ イシカワ ガクエン ヨコハマ ガクイン ニホンゴ ガッカ キョウム シュニン





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































修了者一覧

		通し№		氏名		氏名のフリガナ		生年月日（西暦）
70代：1943-52
60代：1953-62
50代：1963-72
40代：1973-82
30代：1983-92
20代：1993-2002						所属機関名

		1		秋山　樹理		アキヤマ　ジュリ		4/21/98		3/10/23		24		Grandeur Global Academy		24		1		アキヤマ　ジュリ		3/10/23		維持会員校以外からの参加(内数）		左記日本語学校以外の所属		Grandeur Global Academy

		2		新井　亮子		アライ　リョウコ		8/30/79		3/10/23		43		育秀国際語学院		43		2						ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		育秀国際語学院

		3		安藤　綾美		アンドウ　アヤミ		6/13/94		3/10/23		28		佐賀ランゲージセンター		28		3		アンドウ　アヤミ		-		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		-

		4		池田　明美		イケダ　アケミ		9/11/65		3/10/23		57		HLA日本語学校		57		4		イケダ　アケミ		-		-		-		-

		5		伊藤　隆司		イトウ　タカシ		6/11/65		3/10/23		57		南大阪国際語学学校		57		5		イトウ　タカシ		1/1/00		1		-		1

		6		伊藤　なぎさ		イトウ　ナギサ		12/13/98		3/10/23		24		早稲田言語学院		24		6		イトウ　ナギサ		1/5/00		4		大学１		5

		7		伊藤　夏美		イトウ　ナツミ		7/23/92		3/10/23		30		アリス日本語学校横浜校		30		7		イトウ　ナツミ		1/1/00		1		大学１		1

		8		伊藤　はるか		イトウ　ハルカ		10/9/95		3/10/23		27		札幌ランゲージセンター		27		8		イトウ　ハルカ		-		-		-		-

		9		伊東　正治		イトウ　マサハル		3/27/73		3/10/23		49		大阪YMCA学院		49		9		イトウ　マサハル		-		-		-		-

		10		稲村　直樹		イナムラ　ナオキ		10/13/59		3/10/23		63		PNJ事業協同組合		63		10		イナムラ　ナオキ		1/1/00		1		企業１		1

		11		宇藤　実彩		ウトウ　ミサ		10/28/92		3/10/23		30		メディカルエステ専門学校 日本語学科		30		11		ウトウ　ミサ		-		-		-		-

		12		遠藤　美聖		エンドウ　ミサト		12/2/96		3/10/23		26		佐賀ランゲージセンター		26		12		エンドウ　ミサト		3/10/23		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		佐賀ランゲージセンター

		13		大城戸　玲子		オオキド　レイコ		6/24/56		3/10/23		66		平成国際教育学院		66		13		オオキド　レイコ		1/1/00		1		-		1

		14		大迫　千恵子		オオサコ　チエコ		9/6/92		3/10/23		30		東京さくら学院		30		14		オオサコ　チエコ		1/1/00		1		-		1

		15		大谷　夕紀		オオタニ　ユキ		10/8/78		3/10/23		44		早稲田EDU日本語学校		44		15				3/20/23		ERROR:#REF!				10

		16		大西　佳織		オオニシ　カオリ		2/15/91		3/10/23		32		株式会社ECC日本語学院名古屋校		32		16		オオニシ　カオリ								株式会社ECC日本語学院名古屋校

		17		奥　優果		オク　ユカ		9/9/93		3/10/23		29		ミッドリーム日本語学校		29

		18		姜　玉瑶		キョウ　ギョクヨウ		5/19/93		3/10/23		29		専門学校アリス学園　加賀校		29

		19		黒田　直子		クロダ　ナオコ		9/22/70		3/10/23		52		アリス日本語学校　横浜校		52

		20		古賀  朋子		コガ　トモコ		8/31/74		3/10/23		48		明友日本語学院		48

		21		小垂　祐介		コタレ　ユウスケ		4/23/85		3/10/23		37		京進ランゲージアカデミー名古屋北校		37

		22		小南　香純		コミナミ　カスミ		6/8/96		3/10/23		26		神戸外語教育学院		26

		23		境　潤子		サカイ　ジュンコ		11/3/72		3/10/23		50		一般財団法人霞山会東亜学院		50

		24		佐々木　崚太		ササキ　リョウタ		2/16/98		3/10/23		25		新世界語学院		25

		25		佐藤　美樹		サトウ　ミキ		1/30/69		3/10/23		54		アリス日本語学校　横浜校		54

		26		鹿浦　佳子		シカウラ　ヨシコ		2/18/55		3/10/23		68		関西外国語大学		68

		27		重松　郁恵		シゲマツ　イクエ		6/18/97		3/10/23		25		日本語教育機関ウグイス		25

		28		新谷　葉菜		シンタニ　ハナ		10/23/87		3/10/23		35		コミュニカ学院		35

		29		瀧澤　洋子		タキザワ　ヨウコ		10/13/70		3/10/23		52		東京さくら学院		52

		30		武田　佳奈子		タケダ　カナコ		7/10/91		3/10/23		31		札幌ランゲージセンター		31

		31		辻　美波		ツジ　ミナミ		7/6/96		3/10/23		26		日生日本語学園名古屋		26

		32		津野　裕三		ツノ　ユウゾウ		12/19/51		3/10/23		71		芦屋国際学院　大阪校		71

		33		手塚　晴香		テヅカ　ハルカ		5/25/94		3/10/23		28		本郷国際学院		28

		34		仲程　美琴		ナカホド　ミコト		9/5/96		3/10/23		26		ステップワールド日本語学院		26

		35		中村　加奈子		ナカムラ　カナコ		10/26/84		3/10/23		38		株式会社国書刊行会国書日本語学校		38

		36		西川　綾奈		ニシカワ　アヤナ		3/29/92		3/10/23		30		早稲田EDU日本語学校		30

		37		錦田　礼乃		ニシキダ　アヤノ		2/23/99		3/10/23		24		トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校		24

		38		花見　さやか		ハナミ　サヤカ		4/19/87		3/10/23		35		国際アート＆デザイン大学校　日本語科		35

		39		林田　晃子		ハヤシダ　アキコ		3/3/88		3/10/23		35		北九州日本文化学院		35

		40		比嘉　裕季乃		ヒガ　ユキノ		6/22/95		3/10/23		27		ステップワールド日本語学院		27

		41		平井　友美		ヒライ　トモミ		12/9/74		3/10/23		48		ECC日本語学院名古屋校		48

		42		平山　彩夢		ヒラヤマ　アヤメ		6/30/97		3/10/23		25		佐賀ランゲージセンター		25

		43		藤木　由紀子		フジキ　ユキコ		4/19/63		3/10/23		59		柳川高等学校		59

		44		藤野　喜代		フジノ　キヨ		2/28/76		3/10/23		47		アジア日本語学院		47

		45		古江　咲		フルエ　サキ		7/13/97		3/10/23		25		北九州日本文化学院		25

		46		細竹　しほり		ホソタケ　シホリ		6/19/95		3/10/23		27		佐賀ランゲージセンター		27

		47		マスカルロブソン　万紀子		マスカルロブソン　マキコ		5/31/73		3/10/23		49		ベイサイドアカデミー		49

		48		増田　敦子		マスダ　アツコ		4/23/62		3/10/23		60		カイ日本語スクール		60

		49		水口　綾子		ミズグチ　アヤコ		1/22/79		3/10/23		44		Grandeur Global Academy 		44

		50		宮内　里沙子		ミヤウチ　リサコ		2/6/98		3/10/23		25		FLA学院		25

		51		森崎　佐和子		モリサキ　サワコ		4/15/73		3/10/23		49		東方国際学院		49

		52		矢野　仁美		ヤノ　ヒトミ		5/26/85		3/10/23		37		カイ日本語スクール		37

		53		山門　薫子		ヤマカド　カオルコ		4/23/94		3/10/23		28		株式会社 新世界語学院		28

		54		山本　政弘		ヤマモト　マサヒロ		12/20/54		3/10/23		68		ギャラクシー日本語学校		68

		55		柚木　美衣奈		ユノキ　ミイナ		6/1/94		3/10/23		28		東京国際大学付属日本語学校		28

		56		吉田　智恵		ヨシダ チエ		1/7/76		3/10/23		47		ダイナミックビジネスカレッジ		47

		57		リャウ　ユンチン		リャウ　ユンチン		11/10/71		3/10/23		51		HLA日本語学校		51

		58		和田　みなみ		ワダ　ミナミ		9/14/94		3/10/23		28		早稲田EDU日本語学校		28































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































報告書PPT用修了者数



				受講者数
(所属校数)		地区(細分)				受講者数		維持会員校以外
からの参加(内数）		修了者
数 (人)						地区(細分)		受講者数		維持会員校以外からの参加(内数）		左記日本語学校以外の所属		修了者
数 (人)

										(所属校数)

		北海道東北		3名		北海道				2名（1校）		-		2				北海道東北		北海道		-		-		-		-

				（2校）		東北				1名（1校）		1名（1校）		1						東北		-		-		-		-

		北関東甲信		1名
 （1校）		北関東				1名（1校）		1名（1校）		1				北関東甲信		北関東		1		1		-		1

		南関東		25名		東京都				16名（12校）		5名（5校）		14				南関東		東京都		5		4		大学１		5

				（18校）		東京都以外				9名（6校）		8名（6校）		9						東京都以外		1		1		大学１		1

		東海北陸		7名		東海				6名（4校）		4名（3校）		6				東海北陸		東海		-		-		-		-

				（5校）		北陸				1名（1校）		1名（1校）		1						北陸		-		-		-		-

		近畿		7名
 （7校）		近畿				7名（7校）		2名（2校）		6				近畿		近畿		1		1		企業１		1

		中国四国		4名		中国				4名（3校）		1名（1校）		4				中国四国		中国		-		-		-		-

				（3校）		四国				-		-		-						四国		-		-		-		-

		九州沖縄		11名		九州				9名（5校）		8名（4校）		7				九州沖縄		九州		1		1		-		1

				（6校）		沖縄				2名（1校）		2名（1校）		1						沖縄		1		1		-		1

		合計		58名								33名(25校)		52				合計				10		9				10

				(42校)								[昨年度23名12校]
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		ワークショップ①

		「初任者教員に求められる資質・能力」



		日程



		2024年8月31日（土）14：00-17：00（ZOOM）



		事前課題



		・「初任に求められる資質・能力」17項目全てをリフレイジングし提出、グループ　

　で話し合い、理解を深めておく

・映像講義「理論編」の事前視聴（推奨）



		ワークショップ①の趣旨

		(1) 映像講義「理論編」の受講を振り返る。 

(2) 初任に求められる資質・能力を理解する。 

(3) 自己成長のための、アクションプランを立てる。 

(4) 長期目標を考えて、共有する。



		ワークショップ①のゴール

		●映像教材で得た知識と現場経験を土台に、初任に求められる資質・能力の具体的な

ビジョンを持つ。 

●自己の課題が明確になり、目標が定まる。 

●成長のためのアクションプランができる。



		事後課題

		・ワークシートを基に、長期目標とアクションプランをレポートとしてまとめて提出

・メンター（育成受講者）がレポートをルーブリック評価する
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		ワークショップ②

		「日本語教育の参照枠Can-doベースの授業デザインと改善」



		日程



		2024年10月19日（土）14：00-17：00（ZOOM）



		事前課題



		・AI作成の教案の中から、WSで取り上げたい教案を決め、グループ内で話し合う​

・「日本語教育の参照枠」理解のための動画を視聴しておく

・メリルID第一原理の資料を読んで理解する

・映像講義「実践編」の事前視聴（推奨​）



		ワークショップ②の趣旨

		(1) 映像講義（理論・実践編）の内容を振り返る

(2) 参照枠の理解と実践への適応ができる

(3) ICTの理論や技術を利活用する



		ワークショップ②のゴール

		●日本語教育の参照枠をもとにしたCan-doベースの授業がデザインできる

●メリルのID第一原理や映像講義で学んだARCSモデル、ICTを組み入みながら

教師としての課題解決ができる



		事後課題

		・グループで話し合って修正した教案（最終版）をPadletに掲示、メンター（育成

受講生）によるフィードバック

・修正を加えた教案を基に、自分の授業に即した教案を作成、提出
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